
(57)【要約】

【課題】ドラム内に配設された発熱部を効率よく確実に

冷却させることができ、装置の小型化、静音化を図った

内視鏡装置を提供する。

【解決手段】柔軟であって細長な内視鏡挿入部２１を外

周面３ａに巻取りまたは外周面３ａから繰り出しできる

回動自在なドラム部３が配設された内視鏡装置１であっ

て、ドラム部３の内部３ｉに、発熱部３２が配設されて

おり、ドラム部３に、ドラム部３内の雰囲気または発熱

部３２の熱を冷却させる冷却手段１００が少なくとも１

つ配設されていることを特徴とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 柔 軟 で あ っ て 細 長 な 内 視 鏡 挿 入 部 を 外 周 面 に 巻 取 り ま た は 外 周 面 か ら 繰 り 出 し で き る 回
動 自 在 な ド ラ ム 部 が 配 設 さ れ た 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 上 記 ド ラ ム 部 の 内 部 に 、 発 熱 部 が 配 設 さ れ て お り 、
　 上 記 ド ラ ム 部 に 、 該 ド ラ ム 部 内 の 雰 囲 気 ま た は 上 記 発 熱 部 の 熱 を 冷 却 さ せ る 冷 却 手 段 が
少 な く と も １ つ 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 発 熱 部 は 、 上 記 内 視 鏡 の 光 源 部 と 、 上 記 内 視 鏡 に 配 設 さ れ た カ メ ラ の コ ン ト ロ ー ル
ユ ニ ッ ト と の 少 な く と も 一 方 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 発 熱 部 は 、 上 記 ド ラ ム 部 の 回 動 中 心 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま
た は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 冷 却 手 段 は 、 上 記 ド ラ ム 部 内 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い
ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 冷 却 手 段 は 、 上 記 ド ラ ム 部 の 外 壁 部 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～
３ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 冷 却 手 段 は 、 上 記 発 熱 部 近 傍 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い
ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 冷 却 手 段 は 、 上 記 ド ラ ム 部 の 回 動 中 心 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
～ ６ の い ず か に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 冷 却 手 段 は 、 フ ァ ン 、 ヒ ー ト シ ン ク 、 ヒ ー ト パ イ プ 、 水 冷 装 置 、 油 冷 装 置 の 少 な く
と も １ 個 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず か に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 装 置 、 詳 し く は 、 内 視 鏡 装 置 に 配 設 さ れ た 発 熱 部 を 冷 却 す る 冷 却 手 段
を 有 す る 内 視 鏡 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 周 知 の よ う に 、 内 視 鏡 は 、 医 療 分 野 及 び 工 業 用 分 野 に お い て 広 く 利 用 さ れ て い る 。 医 療
分 野 に お い て 用 い ら れ る 内 視 鏡 は 、 細 長 い 挿 入 部 を 体 腔 内 に 挿 入 す る こ と に よ っ て 、 体 腔
内 の 臓 器 を 観 察 し た り 、 必 要 に 応 じ て 処 置 具 の 挿 通 チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 入 し た 処 置 具 を 用 い
て 各 種 処 置 を し た り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 工 業 用 分 野 に お い て 用 い ら れ る 内 視 鏡 は 、 細 長 い 挿 入 部 を ジ ェ ッ ト エ ン ジ ン 内 や
、 発 電 所 の 配 管 等 に 挿 入 す る こ と に よ っ て 、 被 検 部 位 の 傷 及 び 腐 蝕 等 の 観 察 や 各 種 処 置 等
を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 よ っ て 、 工 業 用 内 視 鏡 の 挿 入 部 は 、 長 い 配 管 の 内 部 等 が 十 分 に 観 察 で き る よ う 、 医 療 用
の も の と 比 べ 非 常 に 長 く 形 成 さ れ て い る 。 工 業 用 内 視 鏡 の 細 長 の 挿 入 部 は 、 内 視 鏡 検 査 を
行 わ な い 場 合 は 、 内 視 鏡 装 置 の 収 納 ケ ー ス に 配 設 さ れ た 回 動 自 在 な ド ラ ム 部 の 外 周 に 巻 き
付 け ら れ 、 出 来 る だ け コ ン パ ク ト に 内 視 鏡 装 置 に 収 納 、 保 管 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 内 視 鏡 装 置 の 収 納 ケ ー ス 内 に 、 上 述 し た ド ラ ム 部 の 他 、 電 源 部 、 挿 入 部 に 照 明 光 を 供 給
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す る 光 源 部 、 挿 入 部 先 端 の 撮 像 素 子 に 対 し て 信 号 処 理 を 行 う カ メ ラ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト
（ 以 下 、 Ｃ Ｃ Ｕ と 称 す ） 、 挿 入 部 の 湾 曲 部 を 電 動 湾 曲 さ せ る 駆 動 機 構 を 備 え た 電 動 湾 曲 装
置 、 該 電 動 湾 曲 装 置 を 駆 動 制 御 し て 湾 曲 部 の 湾 曲 状 態 を 制 御 す る 電 動 湾 曲 制 御 回 路 部 、 等
が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ し て 、 こ の 内 視 鏡 装 置 は 、 光 源 部 、 Ｃ Ｃ Ｕ 、 電 動 湾 曲 装 置 、 電 動 湾 曲 制 御 回 路 部 等 に
、 電 源 部 か ら 電 力 を 供 給 す る 構 成 に な っ て い る 。 ま た 、 収 納 ケ ー ス の 小 型 化 を 図 る た め 、
ド ラ ム 部 内 に 、 光 源 部 、 Ｃ Ｃ Ｕ 等 の 電 気 部 品 を 配 設 す る 技 術 も 周 知 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 と こ ろ で 、 例 え ば 光 源 部 、 Ｃ Ｃ Ｕ 等 は 、 電 源 が 供 給 さ れ る と 発 熱 す る 。 こ の 際 、 あ る 一
定 の 温 度 以 上 発 熱 す る と 、 光 源 部 が 割 れ た り 、 ド ラ ム 内 の 雰 囲 気 を 過 度 に 熱 し て し ま い 、
他 の ド ラ ム 部 内 に 配 設 さ れ た 部 品 に 熱 が 伝 播 し て し ま い 、 該 部 品 の 故 障 に 繋 が っ た り す る
場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 尚 、 こ の 光 源 部 等 の ド ラ ム 部 内 の 雰 囲 気 を 熱 す る 発 熱 部 は 、 ド ラ ム 部 の 回 動 中 心 に 配 設
さ れ て い る と は 限 ら な い 。 よ っ て 、 ド ラ ム 部 の 外 周 に 対 す る 内 視 鏡 挿 入 部 の 巻 き 付 け 具 合
に よ り 、 ド ラ ム 部 が 回 動 す る 毎 に 光 源 部 等 の 発 熱 部 の 位 置 も 移 動 す る こ と と な る 。 こ の こ
と か ら 、 ド ラ ム 部 回 動 停 止 後 に 発 熱 部 が 特 定 位 置 に 常 に 位 置 す る と は 限 ら な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 特 許 文 献 １ で は 、 光 源 部 、 Ｃ Ｃ Ｕ 等 を ド ラ ム 部 内 に 配 設 し た こ と に よ り 発 生 し
た 収 納 ケ ー ス 内 の ス ペ ー ス に 、 位 置 が 移 動 し て し ま う 発 熱 部 を 確 実 に 冷 却 す る た め 、 ド ラ
ム 部 の 外 側 か ら ド ラ ム 部 内 の 隅 々 ま で 空 気 を 送 り 込 む 大 風 量 の 大 型 の シ ロ ッ コ フ ァ ン を 設
け た 。 ま た 、 収 納 ケ ー ス に 冷 却 の た め の 空 気 を 吸 気 す る た め の 吸 気 部 、 及 び 冷 却 さ れ た 雰
囲 気 を 収 納 ケ ー ス か ら 排 出 す る た め の 排 出 部 を 設 け た 内 視 鏡 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 内 視 鏡 装 置 は 、 吸 気 部 か ら 吸 気 し た 空 気 を 大 型 の シ ロ ッ コ フ ァ ン を 用 い て ド ラ ム 部
内 の 隅 々 ま で 送 気 し 、 該 ド ラ ム 部 内 か ら 冷 却 に 用 い た 雰 囲 気 を 排 気 部 か ら 収 納 ケ ー ス の 外
部 に 送 気 す る こ と に よ り 、 発 熱 部 の 熱 及 び 発 熱 部 に よ り 熱 さ れ た ド ラ ム 部 内 の 雰 囲 気 を 確
実 に 冷 却 す る よ う に な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ６ ４ ６ ４ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 提 案 さ れ た 内 視 鏡 装 置 に お い て は 、 大 型 フ ァ ン を 用 い る と
、 フ ァ ン を 配 設 す る ケ ー ス も 大 型 化 し て し ま う た め 、 内 視 鏡 装 置 自 体 が 大 型 化 し て し ま う
と い っ た 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 フ ァ ン を 大 型 化 す る と 、 ケ ー ス 内 で の フ ァ ン の 風 切 り 音 、 及 び フ ァ ン を 駆 動 す る
モ ー タ 音 等 が 大 き く な っ て し ま い 、 使 用 者 に と っ て 非 常 に 不 愉 快 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 お よ び 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 ド ラ ム 内 に 配 設 さ
れ た 発 熱 部 を 効 率 よ く 確 実 に 冷 却 さ せ る こ と が で き 、 装 置 の 小 型 化 、 静 音 化 を 図 っ た 内 視
鏡 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 装 置 は 、 柔 軟 で あ っ て 細 長 な 内 視 鏡 挿 入
部 を 外 周 面 に 巻 取 り ま た は 外 周 面 か ら 繰 り 出 し で き る 回 動 自 在 な ド ラ ム 部 が 配 設 さ れ た 内
視 鏡 装 置 で あ っ て 、 上 記 ド ラ ム 部 の 内 部 に 、 発 熱 部 が 配 設 さ れ て お り 、 上 記 ド ラ ム 部 に 、
該 ド ラ ム 部 内 の 雰 囲 気 ま た は 上 記 発 熱 部 の 熱 を 冷 却 さ せ る 冷 却 手 段 が 少 な く と も １ つ 配 設
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ド ラ ム 内 に 配 設 さ れ た 発 熱 部 を 効 率 よ く 確 実 に 冷 却 さ せ る こ と が で き
、 装 置 の 小 型 化 、 静 音 化 を 図 っ た 内 視 鏡 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ 第 １ 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 の 形 態 を 示 す 内 視 鏡 装 置 の 一 部 を 破 い て 示 し た 斜 視 図 、 図 ２
は 、 図 １ の ド ラ ム 部 の 一 部 を 破 い て 内 部 の 構 成 を 示 し た 部 分 透 視 斜 視 図 、 図 ３ は 、 図 １ の
ド ラ ム 部 と 周 辺 部 材 の 一 部 を 破 い て 構 成 を 示 し た 部 分 透 視 斜 視 図 、 図 ４ は 、 図 １ を 図 中 右
側 面 か ら 見 た 部 分 透 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 装 置 １ は 、 柔 軟 で あ っ て 細 長 の 挿 入 部 ２ １ を 有 す る 工 業 用 の
内 視 鏡 （ 以 下 内 視 鏡 と 称 す ） ２ と 、 収 納 ケ ー ス ８ と に よ り 、 主 要 部 が 構 成 さ れ て い る 。 収
納 ケ ー ス ８ は 、 移 動 用 の 車 輪 ９ ９ を 下 部 に 有 す る 箱 体 ８ １ と 、 該 箱 体 ８ １ の 上 部 に 開 閉 自
在 に 接 続 さ れ た 蓋 体 ８ ２ と に よ り 構 成 さ れ 、 未 使 用 の 際 に 内 視 鏡 ２ 等 が 収 納 さ れ る 。 尚 、
内 視 鏡 ２ は 、 医 療 用 内 視 鏡 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 収 納 ケ ー ス ８ の 箱 体 ８ １ は 、 内 部 に 収 納 し た 内 視 鏡 ２ に 外 部 か ら 加 わ る 衝 撃 力 を 吸 収 す
る 図 示 し な い 緩 衝 材 等 を 備 え て い る 。 ま た 、 箱 体 ８ １ の 内 部 に 、 内 視 鏡 ２ を 収 納 す る 際 、
内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ １ を 外 周 面 ３ ａ に 巻 き 取 る 、 ま た は 内 視 鏡 ２ を 使 用 す る 際 、 挿 入 部 ２
１ を 外 周 面 ３ ａ か ら 繰 り 出 す ド ラ ム 部 ３ 、 装 置 本 体 ４ 、 空 気 流 路 制 御 部 ６ ５ 、 電 源 ユ ニ ッ
ト ４ ０ 、 電 源 分 配 基 板 ４ １ （ 図 ３ 参 照 ） 等 が 収 納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 装 置 本 体 ４ と 、 ド ラ ム 部 ３ の 上 面 板 ３ ｊ の 回 動 中 心 ３ ｓ に 配 設 さ れ
た 図 示 し な い 軸 受 け と は 、 回 動 軸 ３ １ を 介 し て 連 結 さ れ て い る 。 よ っ て 、 装 置 本 体 ４ は 、
回 動 軸 ３ １ を 介 し て ド ラ ム 部 ３ を 回 動 自 在 に 軸 支 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 装 置 本 体 ４ の 内 部 に 、 内 視 鏡 装 置 １ の 動 作 を 制 御 す る 装 置 、 内 視 鏡 装 置 １ に 用 い る ま た
は 内 視 鏡 装 置 １ に よ っ て 得 ら れ た デ ー タ を 記 録 す る 媒 体 、 回 動 軸 ３ を 回 動 さ せ る 部 材 （ い
ず れ も 図 示 さ れ ず ） 等 が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ド ラ ム 部 ３ は 、 外 壁 部 で あ る 上 面 板 ３ ｊ ， 下 面 板 ３ ｋ 及 び 外 周 面 ３ ａ を 有 す る 管 状 部 材
に よ り 構 成 さ れ た フ ラ ン ジ 形 状 を 有 し て い る 。 ま た 、 上 面 板 ３ ｊ 及 び 下 面 板 ３ ｋ の 、 後 述
す る 発 熱 部 ３ ２ ， フ ァ ン １ ０ ０ に 対 向 す る 位 置 に 、 貫 通 孔 ３ ｊ ｈ ， ３ ｋ ｈ が そ れ ぞ れ 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 電 源 ユ ニ ッ ト ４ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 電 源 分 配 基 板 ４ １ 及 び ケ ー ブ ル （ 以 下 、 Ｆ Ｆ
Ｃ （ Flat Flexible Cable） と 称 す ） ４ ２ を 介 し て 、 ド ラ ム 部 ３ と 接 続 さ れ て い る 。 詳 し
く は 、 電 源 ユ ニ ッ ト ４ ０ の 出 力 コ ネ ク タ ４ ０ ａ は 、 電 源 分 配 基 板 ４ １ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 ド ラ ム 部 ３ の 回 動 数 に 応 じ た 長 さ で あ っ て 柔 軟 で 平 ら な 形 状 に 構 成 さ れ た Ｆ Ｆ Ｃ
４ ２ は 、 ド ラ ム 部 ３ の 回 動 軸 ３ １ に 巻 き 付 け ら れ て お り 、 該 Ｆ Ｆ Ｃ ４ ２ の 一 端 は 、 例 え ば
ド ラ ム 部 ３ 内 に 配 設 さ れ た カ メ ラ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト （ 以 下 、 Ｃ Ｃ Ｕ と 称 す ） ３ ３ に 接
続 さ れ て お り 、 他 端 は 電 源 分 配 基 板 ４ １ に 接 続 さ れ て い る 。 よ っ て 、 電 源 ユ ニ ッ ト ４ ０ か
ら 供 給 さ れ た 電 源 は 、 電 源 分 配 基 板 ４ １ に よ り 、 Ｆ Ｆ Ｃ ４ ２ を 介 し て ド ラ ム 部 ３ に 供 給 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 、 光 源 部 ３ ２ 、 Ｃ Ｃ Ｕ ３ ３ 、 フ ァ ン １ ０ ０ 等 が 配 設 さ れ て い る
。 光 源 部 ３ ２ は 、 例 え ば ラ ン プ 部 と 点 灯 装 置 （ い ず れ も 図 示 さ れ ず ） と に よ り 、 主 要 部 が
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 光 源 部 ３ ２ は 、 挿 入 部 ２ １ の 基 端 に 連 結 さ れ る こ と に よ り 、 挿 入 部 ２ １ に 挿 通 さ れ た 図
示 し な い ラ イ ト カ イ ド の 基 端 面 に 照 明 光 を 供 給 す る 。 尚 、 光 源 部 ３ ２ は 、 Ｆ Ｆ Ｃ ４ ２ を 介
し て 電 源 分 配 基 板 ４ １ か ら 電 源 が 供 給 さ れ る と 発 熱 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 Ｃ Ｃ Ｕ ３ ３ は 、 挿 入 部 ２ １ の 先 端 部 に 配 設 さ れ た 、 図 示 し な い 電 荷 結 合 素 子 型 固 体 撮 像
素 子 等 に 対 す る 信 号 処 理 を 行 う 。 ま た 、 Ｃ Ｃ Ｕ ３ ３ も 、 Ｆ Ｆ Ｃ ４ ２ を 介 し て 電 源 分 配 基 板
４ １ か ら 電 源 が 供 給 さ れ る と 発 熱 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 よ っ て 、 光 源 部 ３ ２ 及 び Ｃ Ｃ Ｕ ３ ３ は 、 本 発 明 に お け る 発 熱 部 を 構 成 し て い る 。 尚 、 以
下 、 発 熱 部 は 、 光 源 部 ３ ２ を 例 に 挙 げ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 光 源 部 ３ ２ 及 び Ｃ Ｃ Ｕ ３ ３ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ド ラ ム 部 ３ 内 の 外 周 面 ３ ａ に 寄 り に
他 の 電 気 部 品 と と も に 配 設 さ れ て い る 。 よ っ て 、 光 源 部 ３ ２ 及 び Ｃ Ｃ Ｕ ３ ３ は 、 ド ラ ム 部
３ と 一 体 に 回 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 フ ァ ン １ ０ ０ は 、 小 型 の 、 例 え ば シ ロ ッ コ フ ァ ン に よ り 構 成 さ れ て お り 、 図 ２ ， 図 ４ に
示 す よ う に 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ で あ っ て 、 光 源 部 ３ ２ の 近 傍 位 置 、 例 え ば 図 ４ 中 、 装
置 本 体 ４ 寄 り の 近 傍 位 置 に 、 該 光 源 部 ３ ２ の 中 心 と フ ァ ン １ ０ ０ の 中 心 と が 同 軸 上 と な る
よ う に 配 設 さ れ て い る 。 よ っ て 、 フ ァ ン １ ０ ０ も 、 ド ラ ム 部 ３ と 一 体 に 回 動 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 尚 、 フ ァ ン １ ０ ０ の 中 心 と 、 光 源 部 ３ ２ の 中 心 と を 同 軸 上 に 配 設 す る こ と で 、 光 源 部 ３
２ 及 び フ ァ ン １ ０ ０ が 、 ド ラ ム 部 ３ と 一 体 に 回 動 し た と し て も 、 フ ァ ン １ ０ ０ は 、 光 源 部
３ ２ に 確 実 に 雰 囲 気 で あ る 空 気 Ａ を 送 気 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 フ ァ ン １ ０ ０ は 、 後 述 す る 吸 気 部 ６ ０ 及 び ド ラ ム 部 ３ の 上 面 板 ３ ｊ に 形 成 さ れ た 貫 通 孔
３ ｊ ｈ か ら 吸 気 し た 空 気 Ａ を 光 源 部 ３ ２ に 局 部 的 に 送 気 す る こ と に よ り 、 局 部 的 に 光 源 部
３ ２ の 熱 及 び ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ の 雰 囲 気 を 冷 却 す る 。 こ の こ と か ら フ ァ ン １ ０ ０ は 、
本 発 明 に お け る 冷 却 手 段 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 尚 、 フ ァ ン １ ０ ０ は 、 例 え ば 光 源 部 ３ ２ に 常 時 空 気 を 送 気 し て い な く て も よ い 。 図 ５ に
フ ァ ン を 動 作 さ せ る た め の 電 気 回 路 の 構 成 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 を 示 す が 、 同 図 に 示 す
よ う に 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ で あ っ て 、 光 源 部 ３ ２ の 近 傍 に 、 温 度 セ ン サ ７ ０ を 配 設 し
、 該 温 度 セ ン サ ７ ０ を 信 号 処 理 回 路 ７ １ に 接 続 し 、 該 信 号 処 理 回 路 ７ １ を フ ァ ン 回 転 制 御
回 路 ７ ２ に 接 続 し 、 該 フ ァ ン 回 転 制 御 回 路 ７ ２ を フ ァ ン １ ０ ０ に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の こ と に よ り 、 温 度 セ ン サ ７ ０ が 、 ド ラ ム 部 ３ 内 の 雰 囲 気 が 規 定 し た 温 度 以 上 に な っ
た こ と を 検 出 す る と 、 信 号 処 理 回 路 ７ １ に よ っ て 、 処 理 さ れ た 信 号 を 元 に 、 フ ァ ン 回 転 制
御 回 路 ７ ２ は 、 フ ァ ン １ ０ ０ の 回 転 数 を 制 御 す る 。 即 ち 、 温 度 セ ン サ ７ ０ が 、 規 定 し た 温
度 以 上 に な っ た こ と を 検 出 し た と き の み 、 フ ァ ン １ ０ ０ を 回 転 さ せ 、 光 源 部 ３ ２ に 局 部 的
に 空 気 Ａ を 送 気 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ に 戻 っ て 、 収 納 ケ ー ス ８ の 箱 体 ８ １ の 上 面 に 、 箱 体 ８ １ 内 に 光 源 部 ３ ２ を 冷 却 す る
た め の 空 気 Ａ を 吸 気 す る た め の 吸 気 部 ６ ０ 、 及 び 箱 体 ８ １ 内 の 雰 囲 気 Ａ ’ を 排 出 す る た め
の 排 気 部 ６ １ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 収 納 ケ ー ス ８ の 箱 体 ８ １ の 上 面 に 、 内 視 鏡 ２ に よ
っ て 撮 像 さ れ た 被 検 部 位 の 画 像 を 表 示 す る モ ニ タ ７ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 空 気 流 路 制 限 部 ６ ５ は 、 例 え ば 断 熱 材 で 構 成 さ れ て お り 、 箱 体 ８ １ 及 び 装 置 本 体 ４ に 図
４ に 示 す よ う に 固 定 さ れ て い る 。 よ っ て 、 空 気 流 路 制 限 部 ６ ５ は 、 ド ラ ム 部 ３ の 外 周 面 ３
ａ か ら 挿 入 部 ２ １ の 繰 り 出 し 等 に よ る ド ラ ム 部 ３ の 回 動 の 影 響 を 受 け な い 。 よ っ て 、 空 気
流 路 制 限 部 ６ ５ に 連 通 さ れ た 吸 気 部 ６ ０ 及 び 排 気 部 ６ １ も ド ラ ム 部 ３ の 回 動 に 関 わ ら ず 箱
体 ８ １ の 上 面 に 固 定 さ れ た ま ま で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 空 気 流 路 制 限 部 ６ ５ は 、 吸 気 部 ６ ０ 及 び 排 気 部 ６ １ と 連 通 さ れ て お り 、 吸 気 部 ６
０ 、 排 気 部 ６ １ 、 フ ァ ン １ ０ ０ 、 発 熱 部 ３ ２ と の 間 を 閉 路 化 す る 。 よ っ て 、 空 気 流 路 制 限
部 ６ ５ は 、 箱 体 ８ １ に 、 吸 気 部 ６ ０ か ら フ ァ ン １ ０ ０ に 該 フ ァ ン １ ０ ０ に 用 い ら れ る 空 気
Ａ を 案 内 す る よ う 空 気 Ａ の 箱 体 ８ １ 内 の 流 れ を 制 限 す る 、 及 び 排 気 部 ６ １ に 、 フ ァ ン １ ０
０ に よ っ て 排 気 さ れ た 雰 囲 気 Ａ ’ を 案 内 す る よ う 雰 囲 気 Ａ ’ の 箱 体 ８ １ 内 の 流 れ を 制 限 す
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 装 置 に お い て は 、 先 ず 、 例 え ば 温 度 セ ン サ ７
０ （ 図 ５ 参 照 ） が 、 ド ラ ム 部 ３ 内 の 雰 囲 気 の 温 度 が 規 定 の 温 度 以 上 に な っ た こ と を 検 知 す
る と 、 フ ァ ン １ ０ ０ が 一 方 向 に 回 転 す る こ と に よ り 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 吸 気 部 ６ ０ か ら
空 気 Ａ が 箱 体 ８ １ 内 に 進 入 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 箱 体 ８ １ 内 に 進 入 し た 空 気 Ａ は 、 空 気 流 路 制 限 部 ６ ５ に よ り 、 ド ラ ム 部 ３ の 上 面 板 ３ ｊ
に 形 成 さ れ た 貫 通 孔 ３ ｊ ｈ を 介 し て ド ラ ム 部 ３ 内 の フ ァ ン １ ０ ０ に 案 内 さ れ る 。 フ ァ ン １
０ ０ は 、 空 気 Ａ を 局 部 的 に 光 源 部 ３ ２ に 向 け て 送 気 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 際 、 フ ァ ン １ ０ ０ は 、 光 源 部 ３ ２ の 近 傍 に 位 置 し て い る た め 、 ド ラ ム 部 ３ が 回 動 し
た と し て も 、 ド ラ ム 部 ３ の 回 動 の 影 響 を 受 け ず に 光 源 部 ３ ２ に 局 部 的 に 効 率 良 く 確 実 に 空
気 を 送 気 す る こ と が で き る 。 こ の こ と に よ り 、 光 源 部 ３ ２ 及 び ド ラ ム 部 ３ 内 の 雰 囲 気 は 、
冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 フ ァ ン １ ０ ０ は 、 光 源 部 ３ ２ の 近 傍 に 位 置 し て い る こ と に よ り 、 フ ァ ン １ ０ ０ は
、 ド ラ ム 部 ３ の 外 部 に 配 設 す る フ ァ ン よ り も 小 型 で よ い 。 よ っ て 、 フ ァ ン が 小 型 な 分 、 収
納 ケ ー ス ８ の 箱 体 ８ １ を 小 型 化 す る こ と が で き る た め 内 視 鏡 装 置 １ を 小 型 化 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 さ ら に 、 フ ァ ン １ ０ ０ は 小 型 で あ る た め 、 フ ァ ン を 駆 動 さ せ る 電 力 を 、 大 型 フ ァ ン よ り
も 、 小 さ く す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 内 視 鏡 装 置 １ の 省 電 力 化 を 図 る こ と が で き 、 ま た
、 フ ァ ン の 風 切 り 音 も 小 さ く な る た め 、 静 音 化 も 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 最 後 に 、 冷 却 さ れ た 雰 囲 気 Ａ ’ は 、 フ ァ ン １ ０ ０ に よ り ド ラ ム 部 ３ の 下 面 板 ３ ｋ に 形 成
さ れ た 貫 通 孔 ３ ｋ ｈ を 介 し て ド ラ ム 部 ３ の 外 方 に 送 気 さ れ る 。 こ の 雰 囲 気 Ａ ’ は 、 フ ァ ン
１ ０ ０ 及 び 空 気 流 路 制 限 部 ６ ５ に よ り 、 排 気 部 ６ １ に 案 内 さ れ 、 そ の 後 、 排 気 部 ６ １ か ら
箱 体 ８ １ の 外 方 に 排 気 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の よ う に し て 、 ド ラ ム 部 ３ 内 に 配 設 さ れ た 光 源 部 ３ ２ の 熱 を 小 型 の フ ァ ン に よ り 局 部
的 に 効 率 よ く 確 実 に 冷 却 さ せ る こ と が で き 、 省 電 力 か つ 装 置 の 小 型 化 、 静 音 化 を 図 っ た 内
視 鏡 装 置 １ を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 尚 、 以 下 、 本 実 施 の 形 態 の 変 形 例 を 図 ６ ， 図 ７ を 用 い て 示 す 。 本 実 施 の 形 態 に お い て は
、 吸 気 部 ６ ０ は 、 箱 体 ８ １ 内 に 光 源 部 ３ ２ の 熱 を 冷 却 す る た め の 空 気 Ａ を 吸 気 す る た め の
も の で あ り 、 排 気 部 ６ １ は 、 箱 体 ８ １ 内 の 雰 囲 気 Ａ ’ を 排 出 す る た め の も の で あ る と 示 し
た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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　 こ れ に 限 ら ず 、 フ ァ ン １ ０ ０ を 、 図 ４ に 示 し た 一 の 方 向 と 反 対 の 他 の 方 向 に 回 転 さ せ る
こ と に よ り 、 図 ６ ， 図 ７ に 示 す よ う に 、 排 気 部 ６ １ か ら 箱 体 ８ １ 内 に 光 源 部 ３ ２ の 熱 を 冷
却 す る た め の 空 気 Ａ を 吸 気 し 、 吸 気 部 ６ ０ か ら 箱 体 ８ １ 内 の 雰 囲 気 Ａ ’ を 排 出 す る よ う に
し て も 、 本 実 施 の 形 態 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 以 下 、 別 の 変 形 例 を 示 す と 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 収 納 ケ ー ス ８ の 箱 体 ８ １
の 上 面 に 、 空 気 Ａ を 吸 気 す る た め の 吸 気 部 ６ ０ 、 及 び 箱 体 ８ １ 内 の 雰 囲 気 Ａ ’ を 排 出 す る
た め の 排 気 部 ６ １ が 設 け ら れ て い る と 示 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 排 気 部 ６ １ を 箱 体 ８ １ の
下 面 に 形 成 し て 、 こ れ に 合 わ せ て 吸 気 部 ６ ０ 、 排 気 部 ６ １ 、 フ ァ ン １ ０ ０ 、 発 熱 部 ３ ２ と
の 間 を 閉 路 化 す る よ う 、 箱 体 ８ １ 内 の 空 気 の 流 れ を 制 限 し て 空 気 流 路 制 限 部 ６ ５ を 箱 体 ８
１ に 固 定 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 さ ら に 、 以 下 、 別 の 変 形 例 を 図 ８ を 用 い て 示 す 。 図 ６ ， 図 ７ 同 様 、 排 気 部 ６ １ か ら 箱 体
８ １ 内 に 光 源 部 ３ ２ の 熱 を 局 部 的 に 冷 却 す る た め の 空 気 Ａ を 吸 気 し 、 図 ８ に 示 す よ う に 、
箱 体 ８ １ の 下 面 に 設 け ら れ た 吸 気 部 ６ ０ か ら 箱 体 ８ １ 内 の 雰 囲 気 Ａ ’ を 排 出 す る よ う に し
て 、 こ れ に 合 わ せ て 吸 気 部 ６ ０ 、 排 気 部 ６ １ 、 フ ァ ン １ ０ ０ 、 発 熱 部 ３ ２ と の 間 を 閉 路 化
す る よ う 箱 体 ８ １ 内 の 空 気 の 流 れ を 制 限 し て 空 気 流 路 制 限 部 ６ ５ を 箱 体 ８ １ に 固 定 し て も
、 本 実 施 の 形 態 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 よ っ て 、 吸 気 部 ６ ０ 、 排 気 部 ６ １ は 、
箱 体 ８ １ の 上 面 に 限 ら ず 、 箱 体 ８ １ の 側 面 、 ま た は 下 面 に 形 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の 場 合 に お い て も 、 フ ァ ン １ ０ ０ を 上 記 他 の 方 向 に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 排 気 部 ６
０ か ら 箱 体 ８ １ 内 に 光 源 部 ３ ２ の 熱 を 冷 却 す る た め の 空 気 Ａ を 吸 気 し 、 吸 気 部 ６ ０ か ら 箱
体 ８ １ 内 の 雰 囲 気 Ａ ’ を 排 出 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 次 い で 、 以 下 、 別 の 変 形 例 を 図 ９ を 用 い て 示 す 。 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 フ ァ ン １ ０
０ は 、 図 ２ ， 図 ４ に 示 す よ う に 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ で あ っ て 、 光 源 部 ３ ２ の 近 傍 位 置
、 例 え ば 図 ４ 中 、 装 置 本 体 ４ 寄 り の 近 傍 位 置 に 、 該 光 源 部 ３ ２ の 中 心 と フ ァ ン １ ０ ０ の 中
心 と が 同 軸 上 と な る よ う に 配 設 さ れ て い る と 示 し た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ れ に 限 ら ず 、 光 源 部 ３ ２ の 近 傍 で あ っ て 、 光 源 部 ３ ２ の 中 心 と フ ァ ン １ ０ ０ の 中 心 と
が 同 軸 上 に 配 設 さ れ て い る の で あ れ ば 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 図 中 外 周 面 ３ ａ 寄 り の 近 傍 位
置 に 配 設 し て 、 こ れ に 合 わ せ て 吸 気 部 ６ ０ 、 排 気 部 ６ １ 、 フ ァ ン １ ０ ０ 、 発 熱 部 ３ ２ と の
間 を 閉 路 化 す る よ う 箱 体 ８ １ 内 の 空 気 の 流 れ を 制 限 し て 空 気 流 路 制 限 部 ６ ５ を 箱 体 ８ １ に
固 定 し て も 、 本 実 施 の 形 態 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の 場 合 に お い て も 、 フ ァ ン １ ０ ０ を 上 記 他 の 方 向 に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 排 気 部 ６
１ か ら 箱 体 ８ １ 内 に 光 源 部 ３ ２ の 熱 を 冷 却 す る た め の 空 気 Ａ を 吸 気 し 、 吸 気 部 ６ ０ か ら 箱
体 ８ １ 内 の 雰 囲 気 Ａ ’ を 排 出 す る よ う に し て も 良 い 。 さ ら に 、 吸 気 部 ６ ０ 及 び 排 気 部 ６ １
は 、 上 述 し た よ う に 、 箱 体 ８ １ の 上 面 に 限 ら ず 、 箱 体 ８ １ の 側 面 、 ま た は 下 面 に 形 成 し て
も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 次 い で 、 以 下 、 別 の 変 形 例 を 図 １ ０ を 用 い て 示 す 。 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 光 源 部 ３
２ 及 び フ ァ ン １ ０ ０ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ド ラ ム 部 ３ 内 の 外 周 面 ３ ａ に 寄 り に 配 設 さ れ
て い る と 示 し た 。 こ れ に 限 ら ず 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 光 源 部 ３ ２ 及 び フ ァ ン １ ０ ０ を ド
ラ ム 部 ３ の 回 動 中 心 ３ ｓ 上 に 同 軸 上 と な る よ う 配 設 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 光 源 部 ３ ２ 及 び フ ァ ン １ ０ ０ が ド ラ ム 部 ３ の 回 動 中 心 ３ ｓ 上 に 配 設 さ れ て い る こ と に よ
り 、 ド ラ ム 部 ３ が 回 動 し て も 、 光 源 部 ３ ２ 及 び フ ァ ン １ ０ ０ は 、 回 動 し な い こ と か ら 、 ド
ラ ム 部 ３ 内 に お い て 空 気 の 循 環 が 起 こ ら な い 。 即 ち ド ラ ム 部 内 で 熱 の 分 散 が 起 こ ら な い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
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　 よ っ て 、 フ ァ ン １ ０ ０ は 、 光 源 部 ３ ２ に 、 局 部 的 に よ り 効 率 良 く 確 実 に 空 気 を 送 気 す る
こ と が で き る 。 こ の こ と に よ り 、 光 源 部 ３ ２ の 熱 及 び ド ラ ム 部 ３ 内 の 雰 囲 気 は 、 よ り 確 実
に 冷 却 さ れ る 。 ま た 、 本 実 施 の 形 態 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の 場 合 に お い て も 、 フ ァ ン １ ０ ０ を 上 記 他 の 方 向 に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 排 気 部 ６
１ か ら 箱 体 ８ １ 内 に 光 源 部 ３ ２ の 熱 を 冷 却 す る た め の 空 気 Ａ を 吸 気 し 、 吸 気 部 ６ ０ か ら 箱
体 ８ １ 内 の 雰 囲 気 Ａ ’ を 排 出 す る よ う に し て も 良 い 。 さ ら に 、 吸 気 部 ６ ０ 及 び 排 気 部 ６ １
は 、 上 述 し た よ う に 、 箱 体 ８ １ の 上 面 に 限 ら ず 、 箱 体 ８ １ の 側 面 、 ま た は 下 面 に 形 成 し て
も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 次 い で 、 以 下 、 別 の 変 形 例 を 図 １ １ を 用 い て 示 す 。 光 源 部 ３ ２ を 冷 却 す る 冷 却 手 段 と し
て フ ァ ン １ ０ ０ を 例 に 挙 げ て 示 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 ヒ ー ト パ イ
プ を 用 い て も 本 実 施 の 形 態 と 同 様 に 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 １ １ は 、 ド ラ ム 部 内 に フ ァ ン の 代 わ り に ヒ ー ト パ イ プ を 配 設 し た こ と を 示 す 部 分 透 視
図 で あ る 。   
　 同 図 に 示 す よ う に 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 、 光 源 部 ３ ２ と 、 ド ラ ム 部 ３ の 下 面 板 ３ ｋ
を 連 結 す る 、 ヒ ー ト パ イ プ ４ ０ ０ が 配 設 さ れ て い る 。 尚 、 ヒ ー ト パ イ プ と は 、 熱 を 伝 達 す
る パ イ プ の こ と で あ る 。 ま た 、 ヒ ー ト パ イ プ ４ ０ ０ は 、 １ つ で な く と も 複 数 配 設 さ れ て い
て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 詳 し く は 、 ヒ ー ト パ イ プ ４ ０ ０ は 、 例 え ば ウ ィ ッ ク と い う 網 目 状 材 料 を 内 張 り し た 金 属
パ イ プ の 中 に 少 量 の 液 体 が 封 入 さ れ て お り 、 該 液 体 が 片 方 で 熱 せ ら れ る と 蒸 気 流 と な っ て
他 方 に 移 動 し 、 他 方 で 冷 や さ れ る と ま た 液 体 化 し て ウ ィ ッ ク を 通 し て 元 に 戻 る と い う 対 流
構 造 を 利 用 し た 熱 伝 導 媒 体 の こ と で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 よ っ て 、 光 源 部 ３ ２ が 規 定 の 温 度 以 上 に 発 熱 す る と 、 光 源 部 ３ ２ の 熱 は 、 ヒ ー ト パ イ プ
４ ０ ０ に 伝 達 さ れ 、 さ ら に 、 該 熱 は 、 下 面 板 ３ ｋ に 伝 達 さ れ る 。 そ の 後 、 上 記 熱 は 、 ヒ ー
ト パ イ プ ４ ０ ０ の 熱 放 射 に よ り 、 排 気 部 ６ １ か ら 、 箱 体 ８ １ の 外 部 に 排 気 さ れ る 。 こ の こ
と に よ り 、 光 源 部 ３ ２ は 、 局 部 的 に 確 実 に 冷 却 さ れ る 。 こ の こ と か ら ヒ ー ト パ イ プ ４ ０ ０
は 、 本 発 明 に お け る 冷 却 手 段 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 尚 、 ヒ ー ト パ イ プ ４ ０ ０ は 、 光 源 部 ３ ２ と 下 面 板 ３ ｋ を 連 結 す る と 示 し た が 、 光 源 部 ３
２ と 、 上 面 板 ３ ｊ ， 外 周 面 ３ ａ 、 ま た は 図 示 し な い ド ラ ム 部 ３ の 側 面 部 と 連 結 し て も 良 い
。 ま た 、 光 源 部 ３ ２ の 熱 は 、 吸 気 部 ６ ０ か ら 排 気 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 さ ら に 、 ヒ ー ト パ イ プ ４ ０ ０ は 、 ド ラ ム 部 ３ の 回 動 中 心 ３ ｓ 上 に 配 設 さ れ た 光 源 部 ３ ２
と 、 回 動 中 心 ３ ｓ 上 に お い て 、 ド ラ ム 部 ３ の 外 壁 部 と 連 結 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た 、 ヒ ー ト パ イ プ を 用 い る こ と に よ り 、 光 源 部 ３ ２ の 冷 却 に フ ァ ン を 用 い た と き よ り
も 静 音 性 を 高 め る こ と が で き る 。 さ ら に 、 ヒ ー ト パ イ プ 自 体 は 、 発 熱 し な い た め 、 ド ラ ム
部 ３ の 内 部 ３ ｉ の 雰 囲 気 を 熱 す る こ と が な い の で 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 配 設 さ れ た 他
の 電 気 部 品 へ の 熱 の 伝 播 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
（ 第 ２ 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ ２ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 の 形 態 を 示 す 内 視 鏡 装 置 の 一 部 を 破 い て 示 し た 斜 視 図 、 図
１ ３ は 、 図 １ ２ を 図 中 右 側 面 か ら 見 た 部 分 透 視 図 で あ る 。   
　 こ の 第 ２ 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 装 置 の 構 成 は 、 上 記 図 １ 乃 至 図 １ ０ に 示 し た 内 視 鏡 装 置 １
と 殆 ど 同 じ で あ る が 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 フ ァ ン は 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ で は な
く 、 ド ラ ム 部 ３ の 外 壁 部 に 配 設 さ れ た 点 の み が 異 な る 。 よ っ て 、 こ の 相 違 点 の み を 説 明 し
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、 第 １ 実 施 の 形 態 と 同 様 の 構 成 に は 同 じ 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。 ま た 本 実 施 の
形 態 に お い て も 、 発 熱 部 は 、 光 源 部 ３ ２ を 例 に 挙 げ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 １ ２ ， 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 装 置 ２ ０ １ の 光 源 部 ３ ２ は 、 ド ラ ム 部 ３ 内 の 外 周
面 ３ ａ 及 び 上 面 板 ３ ｊ に 寄 り に 配 設 さ れ て い る 。 よ っ て 、 光 源 部 ３ ２ は 、 ド ラ ム 部 ３ と 一
体 に 回 動 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 フ ァ ン ２ ０ ０ は 、 小 型 の 、 例 え ば シ ロ ッ コ フ ァ ン に よ り 構 成 さ れ て お り 、 光 源 部
３ ２ の 近 傍 で あ っ て 、 ド ラ ム 部 ３ の 外 壁 部 、 例 え ば 上 面 板 ３ ｊ の 光 源 部 ３ ２ と 対 向 す る 位
置 に 、 該 光 源 部 ３ ２ の 中 心 と フ ァ ン ２ ０ ０ の 中 心 と が 同 軸 上 と な る よ う に 配 設 さ れ て い る
。 よ っ て 、 フ ァ ン ２ ０ ０ も 、 ド ラ ム 部 ３ と 一 体 に 回 動 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 フ ァ ン ２ ０ ０ は 、 吸 気 部 ６ ０ か ら 吸 気 し た 空 気 Ａ を ド ラ ム 部 ３ の 上 面 板 ３ ｊ に 形 成 さ れ
た 貫 通 孔 ３ ｊ ｈ を 介 し て 光 源 部 ３ ２ に 送 気 す る こ と に よ り 、 局 部 的 に 光 源 部 ３ ２ の 熱 及 び
ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ の 雰 囲 気 を 冷 却 す る 。 こ の こ と か ら フ ァ ン ２ ０ ０ は 、 本 発 明 に お け
る 冷 却 手 段 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 装 置 ２ ０ １ に お い て は 、 先 ず 、 例 え ば 温 度 セ
ン サ ７ ０ （ 図 ５ 参 照 ） が 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ の 雰 囲 気 の 温 度 が 規 定 の 温 度 以 上 に な っ
た こ と を 検 知 す る と 、 フ ァ ン ２ ０ ０ が 一 方 向 に 回 転 す る こ と に よ り 、 図 １ ３ に 示 す よ う に
、 吸 気 部 ６ ０ か ら 空 気 Ａ が 箱 体 ８ １ 内 に 進 入 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 箱 体 ８ １ 内 に 進 入 し た 空 気 Ａ は 、 空 気 流 路 制 限 部 ６ ５ に よ り 、 ド ラ ム 部 ３ の 上 面 板 ３ ｊ
に 配 設 さ れ た フ ァ ン ２ ０ ０ に 案 内 さ れ る 。 フ ァ ン ２ ０ ０ は 、 空 気 Ａ を ド ラ ム 部 ３ の 上 面 板
３ ｊ に 形 成 さ れ た 貫 通 孔 ３ ｊ ｈ を 介 し て 光 源 部 ３ ２ に 向 け て 局 部 的 に 送 気 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ の 際 、 フ ァ ン ２ ０ ０ は 、 光 源 部 ３ ２ の 近 傍 に 位 置 し て い る た め 、 ド ラ ム 部 ３ が 回 動 し
た と し て も 、 ド ラ ム 部 ３ の 回 動 の 影 響 を 受 け ず に 光 源 部 ３ ２ に 局 部 的 に 効 率 良 く 確 実 に 空
気 を 送 気 す る こ と が で き る 。 こ の こ と に よ り 、 光 源 部 ３ ２ の 熱 及 び ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ
の 雰 囲 気 は 、 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ま た 、 フ ァ ン ２ ０ ０ は 、 光 源 部 ３ ２ の 近 傍 に 位 置 し て い る こ と に よ り 、 フ ァ ン ２ ０ ０ は
、 ド ラ ム 部 ３ の 外 部 に 配 設 す る フ ァ ン よ り も 小 型 で よ い 。 よ っ て 、 フ ァ ン ２ ０ ０ が 小 型 な
た め 、 収 納 ケ ー ス ８ の 箱 体 ８ １ を 小 型 化 す る こ と が で き 、 内 視 鏡 装 置 ２ ０ １ を 小 型 化 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 さ ら に 、 フ ァ ン ２ ０ ０ は 小 型 に よ り 、 フ ァ ン を 駆 動 さ せ る 電 力 を 、 大 型 フ ァ ン よ り も 、
小 さ く す る こ と が で き 、 内 視 鏡 装 置 ２ ０ １ の 省 電 力 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま た 、 フ ァ ン ２ ０ ０ は 、 ド ラ ム 部 ３ の 上 面 板 ３ ｊ に 配 設 さ れ て い る た め 、 ド ラ ム 部 ３ が
大 き く な っ て し ま う こ と を 防 ぐ こ と で き る 。 さ ら に 、 フ ァ ン ２ ０ ０ は ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３
ｉ に 配 設 さ れ て な い た め 、 フ ァ ン ２ ０ ０ の 風 切 り 音 も 小 さ く な る こ と か ら 、 静 音 化 も 図 る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 最 後 に 、 冷 却 さ れ た 雰 囲 気 Ａ ’ は 、 ド ラ ム 部 ３ の 外 壁 部 で あ る 下 面 板 ３ ｋ に 形 成 さ れ た
貫 通 孔 ３ ｋ ｈ を 介 し て ド ラ ム 部 ３ の 外 方 に 送 気 さ れ る 。 こ の 雰 囲 気 Ａ ’ は 、 空 気 流 路 制 限
部 ６ ５ 及 び フ ァ ン ２ ０ ０ に よ り 、 排 気 部 ６ １ に 案 内 さ れ 、 そ の 後 、 排 気 部 ６ １ か ら 箱 体 ８
１ の 外 方 に 送 気 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 こ の よ う に し て 、 フ ァ ン を ド ラ ム の 外 壁 部 に 配 設 し て も 、 ド ラ ム 部 ３ 内 に 配 設 さ れ た 光
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源 部 ３ ２ を 小 型 の フ ァ ン に よ り 効 率 よ く 確 実 に 冷 却 さ せ る こ と が で き 、 省 電 力 か つ 装 置 の
小 型 化 、 静 音 化 を 図 っ た 内 視 鏡 装 置 ２ ０ １ を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 尚 、 以 下 、 変 形 例 を 示 す 。 本 実 施 の 形 態 に お い て も 、 上 述 し た 第 １ 実 施 の 形 態 同 様 、 フ
ァ ン ２ ０ ０ を 上 記 一 の 方 向 と は 反 対 の 他 の 方 向 に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 排 気 部 ６ １ か ら
箱 体 ８ １ 内 に 光 源 部 ３ ２ を 冷 却 す る た め の 空 気 Ａ を 吸 気 し 、 吸 気 部 ６ ０ か ら 箱 体 ８ １ 内 の
雰 囲 気 Ａ ’ を 排 出 す る よ う に し て も よ い 。 さ ら に 、 吸 気 部 ６ ０ 及 び 排 気 部 ６ １ は 、 上 述 し
た よ う に 、 箱 体 ８ １ の 上 面 に 限 ら ず 、 箱 体 ８ １ の 側 面 、 ま た は 下 面 に 形 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ま た 、 以 下 、 別 の 変 形 例 を 図 １ ４ を 用 い て 示 す 。 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 フ ァ ン ２ ０
０ は 、 ド ラ ム 部 ３ の 上 面 板 ３ ｊ に 配 設 す る と 示 し た 。 こ れ に 限 ら ず 、 光 源 部 ３ ２ を 下 面 板
３ ｋ に 配 設 し て も よ い 。 ま た 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 外 壁 部 で あ る 外 周 面 ３ ａ に 配 設 し て
も 本 実 施 の 形 態 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 尚 、 こ の 場 合 に お い て も 、 フ ァ ン ２ ０ ０ を 上 記 他 の 方 向 に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 排 気
部 ６ １ か ら 箱 体 ８ １ 内 に 光 源 部 ３ ２ の 熱 を 冷 却 す る た め の 空 気 Ａ を 吸 気 し 、 吸 気 部 ６ ０ か
ら 箱 体 ８ １ 内 の 雰 囲 気 Ａ ’ を 排 出 す る よ う に し て も 良 い 。 さ ら に 、 吸 気 部 ６ ０ 及 び 排 気 部
６ １ は 、 上 述 し た よ う に 、 箱 体 ８ １ の 上 面 に 限 ら ず 、 箱 体 ８ １ の 側 面 、 ま た は 下 面 に 形 成
し て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 さ ら に 、 こ の 場 合 、 箱 体 ８ １ 内 の 雰 囲 気 Ａ ’ は 、 排 気 部 ６ １ ま た は 吸 気 部 ６ ０ だ け で な
く 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ １ の 図 示 し な い 先 端 部 か ら 排 気 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 さ ら に 、 以 下 、 別 の 変 形 例 を 図 １ ５ を 用 い て 示 す 。 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 光 源 部 ３
２ は 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 ド ラ ム 部 ３ 内 の 外 周 面 ３ ａ 及 び 上 面 板 ３ ｊ 寄 り に 配 設 さ れ て
い る と 示 し 、 フ ァ ン ２ ０ ０ は 、 光 源 部 ３ ２ の 近 傍 で あ っ て 、 ド ラ ム 部 ３ の 外 壁 部 、 上 面 板
３ ｊ の 光 源 部 ３ ２ と 対 向 す る 位 置 に 、 光 源 部 ３ ２ の 中 心 と フ ァ ン ２ ０ ０ の 中 心 と が 同 軸 上
と な る よ う 配 設 さ れ て い る と 示 し た 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 こ れ に 限 ら ず 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 光 源 部 ３ ２ 及 び フ ァ ン ２ ０ ０ を ド ラ ム 部 ３ の 回 動
中 心 ３ ｓ 上 に 同 軸 上 と な る よ う 配 設 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 光 源 部 ３ ２ 及 び フ ァ ン ２ ０ ０ が ド ラ ム 部 ３ の 回 動 中 心 ３ ｓ 上 に 配 設 さ れ て い る こ と に よ
り 、 ド ラ ム 部 ３ が 回 動 し て も 、 光 源 部 ３ ２ 及 び フ ァ ン ２ ０ ０ は 、 回 動 し な い こ と か ら 、 ド
ラ ム 部 ３ 内 に お い て 空 気 の 循 環 が 起 こ ら な い 。 即 ち ド ラ ム 部 ３ 内 に お い て 熱 の 分 散 が 起 こ
ら な い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 よ っ て 、 フ ァ ン ２ ０ ０ は 、 光 源 部 ３ ２ に よ り 局 部 的 に 効 率 良 く 確 実 に 空 気 を 送 気 す る こ
と が で き る 。 こ の こ と に よ り 、 光 源 部 ３ ２ の 熱 及 び ド ラ ム 部 ３ 内 の 雰 囲 気 は 、 よ り 確 実 に
冷 却 さ れ る 。 ま た 、 上 述 し た 第 ２ 実 施 の 形 態 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 さ ら に 、 こ の 場 合 に お い て も 、 フ ァ ン ２ ０ ０ を 上 記 他 の 方 向 に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、
排 気 部 ６ １ か ら 箱 体 ８ １ 内 に 光 源 部 ３ ２ の 熱 を 冷 却 す る た め の 空 気 Ａ を 吸 気 し 、 吸 気 部 ６
０ か ら 箱 体 ８ １ 内 の 雰 囲 気 Ａ ’ を 排 出 す る よ う に し て も 良 い 。 さ ら に 、 吸 気 部 ６ ０ 及 び 排
気 部 ６ １ は 、 上 述 し た よ う に 、 箱 体 ８ １ の 上 面 に 限 ら ず 、 箱 体 ８ １ の 側 面 、 ま た は 下 面 に
形 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 尚 、 以 下 、 別 の 変 形 例 を 示 す 。 上 述 し た 第 １ 実 施 の 形 態 及 び 第 ２ 実 施 の 形 態 に お い て は
、 フ ァ ン １ ０ ０ ま た は フ ァ ン ２ ０ ０ を １ つ 設 け る 例 を 示 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 複 数 設 け
れ ば 、 さ ら に 光 源 部 の 冷 却 効 果 が 高 ま る と い う こ と は 言 う ま で も な い 。
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【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ま た 、 以 下 、 別 の 変 形 例 を 示 す と 、 フ ァ ン １ ０ ０ ま た は フ ァ ン ２ ０ ０ は 、 光 源 部 ３ ２ の
近 傍 位 置 に 配 設 さ れ る と 示 し た が 、 ド ラ ム 部 ３ ま た は ド ラ ム 部 ３ 内 の 雰 囲 気 を 冷 却 す る の
を 主 目 的 と す れ ば 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ ま た は ド ラ ム 部 ３ の 外 壁 部 で あ れ ば 、 光 源 ３ ２
の 近 傍 位 置 に 配 設 さ れ て な く て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 次 い で 、 以 下 、 別 の 変 形 例 を 図 １ ６ を 用 い て 示 す 。 光 源 部 ３ ２ を 局 部 的 に 冷 却 す る 冷 却
手 段 と し て フ ァ ン １ ０ ０ ， ２ ０ ０ 、 ま た は ヒ ー ト パ イ プ ４ ０ ０ を 例 に 挙 げ て 示 し た が 、 こ
れ に 限 ら ず 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 ヒ ー ト パ イ プ ４ ０ ０ 及 び ヒ ー ト シ ン ク ５ ０ ０ を 用 い て も
上 述 し た 第 １ 実 施 の 形 態 及 び 第 ２ 実 施 の 形 態 と 同 様 に 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 図 １ ６ は 、 ド ラ ム 部 内 に ヒ ー ト パ イ プ を 配 設 し 、 ド ラ ム 部 の 外 壁 部 に ヒ ー ト シ ン ク を 配
設 し た 変 形 例 を 示 す 部 分 透 視 図 で あ る 。 尚 、 以 下 、 ド ラ ム 部 ３ に 配 設 す る 例 を 挙 げ て 説 明
す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 同 図 に 示 す よ う に 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 、 光 源 部 ３ ２ と 、 ド ラ ム 部 ３ の 下 面 板 ３ ｋ
を 連 結 す る 、 ヒ ー ト パ イ プ ４ ０ ０ が 配 設 さ れ て い る 。 ま た 、 ド ラ ム 部 ３ の 外 壁 部 で あ る 下
面 板 ３ ｋ で あ っ て 、 ヒ ー ト パ イ プ ４ ０ ０ に 対 向 す る 位 置 に 、 ヒ ー ト シ ン ク ５ ０ ０ が 配 設 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ヒ ー ト シ ン ク ５ ０ ０ と は 、 放 熱 の た め に 使 わ れ る 金 属 製 の 板 、 所 謂 放 熱 板 の こ と で あ り
、 一 般 に 発 熱 の た め に 誤 動 作 す る 可 能 性 の あ る 部 品 の 冷 却 に 使 用 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 よ っ て 、 光 源 部 ３ ２ が 規 定 の 温 度 以 上 に 発 熱 す る と 、 光 源 部 ３ ２ の 熱 は 、 ヒ ー ト パ イ プ
４ ０ ０ に 伝 達 さ れ 、 さ ら に 、 該 熱 は 、 ヒ ー ト シ ン ク ５ ０ ０ に 伝 達 さ れ る 。 そ の 後 、 ヒ ー ト
シ ン ク ５ ０ ０ の 熱 放 射 に よ り 、 排 気 部 ６ １ か ら 箱 体 ８ １ の 外 部 に 排 気 さ れ る 。 こ の こ と に
よ り 、 光 源 部 ３ ２ の 熱 は 、 局 部 的 に よ り 確 実 に 冷 却 さ れ る 。 よ っ て ヒ ー ト シ ン ク ５ ０ ０ は
本 発 明 に お け る 冷 却 手 段 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 尚 、 ヒ ー ト シ ン ク ５ ０ ０ は 、 下 面 板 ３ ｋ に 配 設 す る と 示 し た が 、 ヒ ー ト パ イ プ ４ ０ ０ の
位 置 に よ っ て 、 上 面 板 ３ ｊ ま た は 外 周 面 ３ ａ 若 し く は ド ラ ム 部 ３ の 側 面 に 配 設 し て も 良 い
。 ま た 、 光 源 部 ３ ２ の 熱 は 、 吸 気 部 ６ ０ か ら 排 気 し て も よ い 。 ま た 、 ヒ ー ト シ ン ク ５ ０ ０
は 、 ヒ ー ト パ イ プ ４ ０ ０ の 位 置 に よ っ て 、 ド ラ ム 部 ３ の 回 動 中 心 ３ ｓ 上 に 配 設 し て も よ い
。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 ま た 、 ヒ ー ト パ イ プ ４ ０ ０ は 、 １ つ で な く と も 複 数 配 設 さ れ て い て も 良 い 。 こ の 場 合 、
ヒ ー ト パ イ プ ４ ０ ０ が 配 設 さ れ た 数 と 同 数 、 ド ラ ム 部 の 外 壁 部 に ヒ ー ト シ ン ク ５ ０ ０ を 複
数 本 配 設 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 さ ら に 、 ヒ ー ト パ イ プ を 用 い る こ と に よ り 、 光 源 部 ３ ２ の 冷 却 に フ ァ ン を 用 い た と き よ
り も 静 音 性 を 高 め る こ と が で き る 。 さ ら に 、 ヒ ー ト パ イ プ 自 体 は 、 発 熱 し な い た め 、 ド ラ
ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ の 雰 囲 気 を 熱 す る こ と が な い の で 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 配 設 さ れ た
他 の 電 気 部 品 へ の 熱 の 伝 播 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 次 い で 、 以 下 、 別 の 変 形 例 を 図 １ ７ を 用 い て 示 す 。 ヒ ー ト シ ン ク ５ ０ ０ の 代 わ り に フ ァ
ン ２ ０ ０ を 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 ド ラ ム 部 ３ の 下 面 板 ３ ｋ の 設 け て も 良 い 。 図 １ ７ は 、
ド ラ ム 部 ３ 内 に ヒ ー ト パ イ プ を 配 設 し 、 ド ラ ム 部 ３ の 外 壁 部 に フ ァ ン を 配 設 し た 変 形 例 を
示 す 部 分 透 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 同 図 に 示 す よ う に 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 、 光 源 部 ３ ２ と 、 ド ラ ム 部 ３ の 下 面 板 ３ ｋ
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を 連 結 す る 、 ヒ ー ト パ イ プ ４ ０ ０ が 配 設 さ れ て い る 。 ま た 、 ド ラ ム 部 ３ の 外 壁 部 で あ る 下
面 板 ３ ｋ で あ っ て 、 ヒ ー ト パ イ プ ４ ０ ０ に 対 向 す る 位 置 に 、 フ ァ ン ２ ０ ０ が 配 設 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 よ っ て 、 光 源 部 ３ ２ が 規 定 の 温 度 以 上 に 発 熱 す る と 、 光 源 部 ３ ２ の 熱 は 、 ヒ ー ト パ イ プ
４ ０ ０ に 伝 達 さ れ 、 さ ら に 、 該 熱 は 、 下 面 板 ３ ｋ に 伝 達 さ れ る 。 そ の 後 、 上 記 熱 は 、 フ ァ
ン ２ ０ ０ に よ り 排 気 部 ６ １ か ら 、 箱 体 ８ １ の 外 部 に 排 気 さ れ る 。 こ の こ と に よ り 、 光 源 部
３ ２ の 熱 は 、 局 部 的 に よ り 確 実 に 冷 却 さ れ る 。 ま た 、 フ ァ ン ２ ０ ０ が 、 ヒ ー ト パ イ プ ４ ０
０ を 局 部 的 に 冷 却 す る こ と に よ り 、 光 源 部 ３ ２ の 熱 も 確 実 に 冷 却 さ れ る 。 こ の よ う な 構 成
に よ っ て も 上 述 し た 第 １ 実 施 の 形 態 及 び 第 ２ 実 施 の 形 態 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 尚 、 フ ァ ン ２ ０ ０ は 、 下 面 板 ３ ｋ に 配 設 す る と 示 し た が 、 ヒ ー ト パ イ プ ４ ０ ０ の 位 置 に
よ っ て 、 上 面 板 ３ ｊ ま た は 外 周 面 ３ ａ ま た は ド ラ ム 部 ３ の 側 面 に 配 設 し て も 良 い 。 ま た 、
フ ァ ン ２ ０ ０ は 、 ヒ ー ト パ イ プ ４ ０ ０ の 位 置 に よ っ て 、 ド ラ ム 部 ３ の 回 動 中 心 ３ ｓ に 配 設
し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 次 い で 、 以 下 、 別 の 変 形 例 を 図 １ ８ を 用 い て 示 す 。 光 源 部 ３ ２ を 冷 却 す る 冷 却 手 段 と し
て 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 水 冷 装 置 ま た は 油 冷 装 置 を 用 い て も 上 述 し た 第 １ 実 施 の 形 態 及 び
第 ２ 実 施 の 形 態 と 同 様 に 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 図 １ ８ は 、 ド ラ ム 部 内 に 水 冷 装 置 ま た は 油 冷 装 置 を 配 設 し 、 ド ラ ム 部 の 外 壁 部 に ヒ ー ト
シ ン ク 及 び フ ァ ン を 配 設 し た 変 形 例 を 示 す 部 分 透 視 図 で あ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 同 図 に 示 す よ う に 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 、 光 源 部 ３ ２ の 少 な く と も 一 部 を 囲 み 光 源
部 ３ ２ と ド ラ ム 部 ３ の 下 面 板 ３ ｋ と を 連 結 す る 水 冷 配 管 ま た は 油 冷 配 管 ６ ０ ０ ａ と 、 該 水
冷 配 管 ま た は 油 冷 配 管 ６ ０ ０ ａ に 水 も し く は 油 を 供 給 す る ポ ン プ ６ ０ ０ ｂ と に よ り 、 構 成
さ れ た 水 冷 装 置 ま た は 油 冷 装 置 ６ ０ ０ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 ド ラ ム 部 ３ の 外 壁 部 で あ る 下 面 板 ３ ｋ 上 で あ っ て 、 水 冷 配 管 ま た は 油 冷 配 管 ６ ０ ０ ａ に
対 向 す る 位 置 に 、 ヒ ー ト シ ン ク ５ ０ ０ が 配 設 さ れ て お り 、 さ ら に 該 ヒ ー ト シ ン ク ５ ０ ０ 上
に フ ァ ン ２ ０ ０ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 よ っ て 、 光 源 部 ３ ２ が 規 定 の 温 度 以 上 に 発 熱 す る と 、 光 源 部 ３ ２ の 熱 は 、 水 冷 配 管 ま た
は 油 冷 配 管 ６ ０ ０ ａ に 伝 達 さ れ 、 ポ ン プ ６ ０ ０ ｂ に よ り 、 水 冷 配 管 ま た は 油 冷 配 管 ６ ０ ０
ａ に 水 若 し く は 油 が 供 給 さ れ る こ と に よ り 、 上 記 熱 は 、 ヒ ー ト シ ン ク ５ ０ ０ に 伝 達 さ れ る
。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 そ の 後 、 上 記 熱 は 、 ヒ ー ト シ ン ク ５ ０ ０ 及 び フ ァ ン ２ ０ ０ に よ り 排 気 部 ６ １ か ら 、 箱 体
８ １ の 外 部 に 排 気 さ れ る 。 こ の こ と に よ り 、 光 源 部 ３ ２ の 熱 は 、 局 部 的 に よ り 確 実 に 冷 却
さ れ る 。 こ の よ う な 構 成 に よ っ て も 、 上 述 し た 第 １ 実 施 の 形 態 及 び 第 ２ 実 施 の 形 態 と 同 様
の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 尚 、 ヒ ー ト シ ン ク ５ ０ ０ は 、 下 面 板 ３ ｋ に 配 設 す る と 示 し た が 、 ヒ ー ト パ イ プ ４ ０ ０ の
位 置 に よ っ て 、 上 面 板 ３ ｊ ま た は 外 周 面 ３ ａ に 配 設 し て も 良 い 。 ま た 、 光 源 部 ３ ２ の 熱 は
、 フ ァ ン ２ ０ ０ を 一 定 の 方 向 と は 反 対 の 他 の 方 向 に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 吸 気 部 ６ ０ か
ら 排 気 し て も よ い 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 ま た 、 以 下 別 の 変 形 例 を 示 す 。 ヒ ー ト シ ン ク ５ ０ ０ 及 び フ ァ ン ２ ０ ０ は 、 水 冷 配 管 ま た
は 油 冷 配 管 ６ ０ ０ ａ の 位 置 に 応 じ て 、 ド ラ ム 部 ３ の 回 動 中 心 ３ ｓ 上 に 配 設 し て も よ い 。 さ
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ら に 、 光 源 部 ３ ２ が 規 定 の 温 度 以 上 に 発 熱 す る と 、 ポ ン プ ６ ０ ０ ｂ に よ り 、 水 冷 配 管 ま た
は 油 冷 配 管 ６ ０ ０ ａ に 水 若 し く は 油 が 供 給 さ れ る と 示 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 常 時 水 冷 配 管
ま た は 油 冷 配 管 ６ ０ ０ ａ に 水 若 し く は 油 を 供 給 し 続 け て も よ い 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 水 冷 装 置 ま た は 油 例 装 置 ６ ０ ０ を 用 い る こ と に よ り 、 光 源 部 ３ ２ の 冷 却 に フ ァ
ン を 用 い た と き よ り も 静 音 性 を 高 め る こ と が で き る 。 さ ら に 、 水 冷 配 管 ま た は 油 冷 配 管 ６
０ ０ ａ 自 体 は 、 発 熱 し な い た め 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ の 雰 囲 気 を 熱 す る こ と が な い の で
、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 配 設 さ れ た 他 の 電 気 部 品 へ の 熱 の 伝 播 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 以 下 、 別 の 変 形 例 を 示 す 。 上 述 し た 第 １ 実 施 の 形 態 及 び 第 ２ 実 施 に お い て は 、 冷 却 手 段
に よ り 冷 却 さ れ る 発 熱 部 は 、 光 源 部 ３ ２ を 例 に 挙 げ て 示 し た が 、 Ｃ Ｃ Ｕ ３ ３ で も 良 く 、 さ
ら に 、 ド ラ ム 部 内 に 配 設 さ れ 、 電 源 が 供 給 さ れ る こ と に よ り 発 熱 す る も の で あ れ ば 、 あ ら
ゆ る 電 気 部 品 で も 良 い こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 ま た 、 以 下 、 別 の 変 形 例 を 示 す 。 上 述 し た 第 １ 実 施 の 形 態 及 び 第 ２ 実 施 に お い て は 、 光
源 部 １ 個 を 冷 却 す る 例 を 示 し た が 、 ド ラ ム 部 内 に 配 設 さ れ て い る 全 て の 発 熱 部 に 適 用 で き
る と い う こ と は 勿 論 で あ る 。 即 ち 、 光 源 部 ３ ２ ， Ｃ Ｃ Ｕ ３ ３ 及 び 他 の 電 気 部 品 を 同 時 に 冷
却 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 ま た 、 以 下 、 別 の 変 形 例 を 示 す と 、 吸 気 部 ６ ０ 及 び 排 気 部 ６ １ は 、 箱 体 ８ １ の 上 面 に 形
成 さ れ る と 示 し た が 、 蓋 体 ８ ２ に 形 成 し て も 良 い こ と は 云 う ま で も な い 。
【 ０ １ １ １ 】
　 ［ 付 記 ］
　 以 上 詳 述 し た 如 く 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の 如 き 構 成 を 得 る こ と が で き る 。
即 ち 、
　 （ １ ） 柔 軟 で あ っ て 細 長 な 内 視 鏡 挿 入 部 を 外 周 面 に 巻 取 り ま た は 外 周 面 か ら 繰 り 出 し で
き る 回 動 自 在 な ド ラ ム 部 が 配 設 さ れ た 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 上 記 ド ラ ム 部 の 内 部 に 、 発 熱 部 が 配 設 さ れ て お り 、
　 上 記 ド ラ ム 部 に 、 該 ド ラ ム 部 内 の 雰 囲 気 ま た は 上 記 発 熱 部 を 冷 却 さ せ る 冷 却 手 段 が 少 な
く と も １ つ 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 （ ２ ） 上 記 発 熱 部 は 、 上 記 内 視 鏡 の 光 源 部 と 、 上 記 内 視 鏡 に 配 設 さ れ た カ メ ラ の コ ン ト
ロ ー ル ユ ニ ッ ト と の 少 な く と も 一 方 で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 （ ３ ） 上 記 発 熱 部 は 、 上 記 ド ラ ム 部 の 内 部 で あ っ て 、 該 ド ラ ム 部 の 回 動 中 心 に 配 設 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ま た は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 （ ４ ） 上 記 冷 却 手 段 は 、 上 記 ド ラ ム 部 内 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ～ ３
の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 （ ５ ） 上 記 冷 却 手 段 は 、 上 記 ド ラ ム 部 の 外 壁 部 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記
１ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 （ ６ ） 上 記 冷 却 手 段 は 、 上 記 発 熱 部 近 傍 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ～ ５
の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 （ ７ ） 上 記 冷 却 手 段 は 、 上 記 ド ラ ム の 回 動 中 心 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記
１ ～ ６ の い ず か に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 （ ８ ） 上 記 冷 却 手 段 は 、 フ ァ ン 、 ヒ ー ト シ ン ク 、 ヒ ー ト パ イ プ 、 水 冷 装 置 、 油 冷 装 置 の
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少 な く と も １ つ で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ～ ７ の い ず か に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 （ ９ ） 上 記 ド ラ ム 部 が 収 納 さ れ る 収 納 ケ ー ス を さ ら に 有 し 、 該 収 納 ケ ー ス に 、 上 記 冷 却
手 段 に 用 い ら れ る 雰 囲 気 を 吸 気 す る た め の 吸 気 部 、 及 び 上 記 冷 却 手 段 に よ っ て 冷 却 さ れ た
雰 囲 気 を 排 気 す る た め の 排 気 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ～ ８ の い ず れ か
に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 （ １ ０ ） 上 記 収 納 ケ ー ス に 、 上 記 吸 気 部 か ら 上 記 冷 却 手 段 に 該 冷 却 手 段 に 用 い ら れ る 雰
囲 気 を 案 内 す る た め の 、 及 び 上 記 排 気 部 に 上 記 冷 却 手 段 に よ っ て 冷 却 さ れ た 雰 囲 気 を 案 内
す る た め の 空 気 流 路 制 御 部 が 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 ９ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置
。
【 ０ １ ２ １ 】
　 （ １ １ ） 上 記 吸 気 部 と 上 記 排 気 部 と は 同 一 で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ０ に 記 載 の 内
視 鏡 装 置 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 （ １ ２ ） 上 記 空 気 流 路 制 御 部 に よ り 、 上 記 冷 却 手 段 、 上 記 発 熱 部 、 上 記 吸 気 部 、 上 記 排
気 部 は 閉 路 化 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ０ ま た は １ １ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 （ １ ３ ） 上 記 空 気 流 路 制 御 部 は 、 断 熱 材 で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ０ ～
１ ２ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 の 形 態 を 示 す 内 視 鏡 装 置 の 一 部 を 破 い て 示 し た 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 図 １ 中 の ド ラ ム 部 の 一 部 を 破 い て 内 部 の 構 成 を 示 し た 部 分 透 視 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 図 １ の ド ラ ム 部 と 周 辺 部 材 の 一 部 を 破 い て 構 成 を 示 し た 部 分 透 視 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 図 １ を 図 中 右 側 面 か ら 見 た 部 分 透 視 図 。
【 図 ５ 】 図 １ 中 の フ ァ ン を 動 作 さ せ る た め の 電 気 回 路 の 構 成 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ６ 】 排 気 部 か ら 空 気 を 吸 気 し 、 吸 気 部 か ら 雰 囲 気 を 排 気 す る 変 形 例 を 示 し た 図 １ の 内
視 鏡 装 置 の 一 部 を 破 い て 示 し た 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 図 ６ を 図 中 右 側 面 か ら 見 た 部 分 透 視 図 。
【 図 ８ 】 下 面 に 設 け ら れ た 吸 気 部 か ら 箱 体 内 の 雰 囲 気 Ａ ’ を 排 出 す る 図 ４ の 変 形 例 を 示 す
部 分 透 視 図 。
【 図 ９ 】 フ ァ ン を 光 源 部 の 近 傍 位 置 で あ っ て 、 外 周 面 寄 り に 配 設 し た 図 ４ の 変 形 例 を 示 す
部 分 透 視 図 。
【 図 １ ０ 】 フ ァ ン 及 び 光 源 部 を ド ラ ム 部 の 回 動 中 心 上 に 配 設 し た 図 ４ の 変 形 例 を 示 す 部 分
透 視 図 。
【 図 １ １ 】 ド ラ ム 部 内 に フ ァ ン の 代 わ り に ヒ ー ト パ イ プ を 配 設 し た 図 ４ の 変 形 例 を 示 す 部
分 透 視 図 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 の 形 態 を 示 す 内 視 鏡 装 置 の 一 部 を 破 い て 示 し た 斜 視 図 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ を 図 中 右 側 面 か ら 見 た 部 分 透 視 図 。
【 図 １ ４ 】 フ ァ ン を ド ラ ム の 外 周 面 に 配 設 し た 図 １ ３ の 変 形 例 を 示 す 部 分 透 視 図 。
【 図 １ ５ 】 フ ァ ン を ド ラ ム 部 の 外 壁 部 で あ っ て 、 ド ラ ム 部 の 回 動 中 心 上 に 配 設 し た 図 １ ３
の 変 形 例 を 示 す 部 分 透 視 図 。
【 図 １ ６ 】 ド ラ ム 部 内 に ヒ ー ト パ イ プ を 配 設 し 、 ド ラ ム 部 の 外 壁 部 に ヒ ー ト シ ン ク を 配 設
し た 変 形 例 を 示 す 部 分 透 視 図 。
【 図 １ ７ 】 ド ラ ム 部 内 に ヒ ー ト パ イ プ を 配 設 し 、 ド ラ ム 部 の 外 壁 部 に フ ァ ン を 配 設 し た 図
１ ６ の 変 形 例 を 示 す 部 分 透 視 図 。
【 図 １ ８ 】 ド ラ ム 部 内 に 水 冷 装 置 ま た は 油 冷 装 置 を 配 設 し 、 ド ラ ム 部 の 外 壁 部 に ヒ ー ト シ
ン ク 及 び フ ァ ン を 配 設 し た 図 １ ６ の 変 形 例 を 示 す 部 分 透 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ １ ２ ５ 】
　 １ … 内 視 鏡 装 置
　 ３ … ド ラ ム 部
　 ３ ａ … ド ラ ム 部 外 周 面
　 ３ ｉ … ド ラ ム 部 内 部
　 ３ ｊ … 上 面 板
　 ３ ｋ … 下 面 板
　 ３ ｓ … ド ラ ム 部 の 回 動 中 心
　 ２ １ … 内 視 鏡 挿 入 部
　 ３ ２ … 光 源 部
　 ３ ３ … Ｃ Ｃ Ｕ
　 １ ０ ０ … フ ァ ン
　 ２ ０ ０ … フ ァ ン
　 ２ ０ １ … 内 視 鏡 装 置
　 ４ ０ ０ … ヒ ー ト パ イ プ
　 ５ ０ ０ … ヒ ー ト シ ン ク
　 ６ ０ ０ … 水 冷 装 置 ／ 油 冷 装 置
　 代 理 人 　 　 弁 理 士 　 　 伊 藤 　 進
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】
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